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取りわけ、学院運営上のことにあっては、常に「改
革」の視点をお持ちになっておられ、ややもすれ
ば、保守的な傾向がある学校運営にあって、常に
高い見地からのご発言が多くあった。
個人的な思い出として、天野先生の無類の「音
楽好き」がある。天野先生はクラシック音楽をと
ても愛され、西宮北口の「芸術文化センター」でも
お見かけすることがあった。天野先生のお宅には
何度かお伺いさせていただいた。最初にお伺いし
たのは、総合政策学部開設以前に遠藤先生とご一
緒であったが、病を得られた後の近年はお見舞い
であった。お宅にお邪魔させていただくと、驚く
ほどの数のクラシックのレコードやCDが並べて
あった。もう、天野先生から音楽のお話が聞けな
いと思うと残念である。
最後に、私は、神戸三田キャンパスに1991年の
「新校地利用推進委員会」当時から関わらせていた
だいた。総合政策学部設置申請のために、度々、
文部省（文部科学省）にも足を運んだ。無事に申請
を終えた時の安堵感は今も鮮明に覚えている。総
合政策学部は、1995年4月に、実に、関西学院大
学としては理学部（理工学部）開設以来34年振りに
8番目の学部として開設され、その後、関係者の
ご努力で今日のように素晴らしい学部へと発展を
続けている。総合政策学部の開設にご尽力された
小島先生、安保先生は既にお亡くなりになられ
た。この度は天野先生である。天野先生には個人
的にも学校法人関西学院としても、まだまだ、ご
助力いただきたいことが多くあった。それも今は
叶わないと思うと大変残念である。天野先生のご
冥福を心より願っている。
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